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大阪・関西万博における帰宅困難者等の発生原因
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○ 令和７年8月13日（水）21時28分頃、大阪メトロ中央線コスモスクエア～大阪港間のサードレール（電車線）に
おいて停電が発生し、再送電を試みるも復旧できなかった。

○ 停電の原因となったショートは、当該区間に設置している6か所の延焼防止シートにおいて、埃や鉄粉による
汚損や湿気などにより絶縁性能が低下し限界値を超えたことが原因と考えられている。

出典：大阪メトロHP（ https://subway.osakametro.co.jp/news/news_release/20250908_0813r4_unkoutrouble.php ）

サードレールの伸縮継目（寒暖差によるサードレールの伸縮を吸収する構造）部の電気の連結を行う
ジャンパー線に巻いている延焼防止シートを撤去して絶縁測定した結果、数値が向上し、再送電が可能となった。



大阪・関西万博における帰宅困難者等への対応
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○ 令和７年８月13日のトラブル発生時、中央線を利用して万博会場から帰ろうとしていた乗客は約3.8万人
（大阪メトロ推定）。これらの乗客を輸送するため、地下鉄ネットワークを活用し、中央線の折り返し運転に加え、
ニュートラムや四つ橋線を終夜運転することで大阪市内中心部まで移動が可能となるルートを確保。

○ 混雑期となる8月1日から会期末までの間は、毎日17時から23時まで緊急輸送用に16台のバスを待機。
当日は、16台のバスを23時以降も運行するとともに、大阪シティバスに9台のバスの出動を依頼し、合計25
台のバスを用いて万博会場からJR桜島駅・弁天町駅への代替バスによる輸送を実施。
トラブル発生以降、翌朝5時までの間に鉄道で約1.9万人、バスで約0.3万人を輸送。

出典：大阪メトロHP（ https://subway.osakametro.co.jp/news/news_release/20250908_0813r4_unkoutrouble.php ）



大阪・関西万博における帰宅困難者等への対応の課題・反省点等

3出典：2025年日本国際博覧会協会HP（ https://www.expo2025.or.jp/wp/wp-content/uploads/250822_matter_and_solutions.pdf）
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